
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い
つ
の
ま
に
か
三
十
年 

秋 

保 

喜
美
子 

 

お
正
月
休
み
も
過
ぎ 

新
し
い
年
の
は
じ
ま
り 

新
年
の
挨
拶
が 

に
ぎ
や
か
に
飛
び
交
う 

「
み
ん
な
が
健
康
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
…
」 

「
今
年
も 

お
仕
事
が
ん
ば
ろ
う
！
」 

各
グ
ル
ー
プ
か
ら 

今
年
の
抱
負
を
発
表 

み
ん
な
や
る
気
モ
リ
モ
リ 

笑
顔
が
い
っ
ぱ
い 

恒
例
企
画 

干
支
（
お
猿
）
の
押
絵
づ
く
り
に
挑
戦 

 

く
さ
の
み
作
業
所
が
開
所
し
て
三
十
年 

「
語
り
合
え
る
場
が
ほ
し
い
！
」 

願
い
を
重
ね
合
わ
せ 

元
保
育
所
だ
っ
た
建
物
に
無
認
可
作
業
所
が
生
ま
れ
た 

利
用
者
六
人 

職
員
二
人 

何
も
か
も
手
探
り
… 

毎
年
の
よ
う
に 

養
護
学
校
の
卒
業
生
を
迎
え 

 

部
屋
も
狭
く 

支
援
も
大
変 

運
営
費
も
足
り
な
い
！ 

「
何
と
か
し
な
く
て
は
…
」 

 

手
作
り
品
バ
ザ
ー
や 

行
政
に
要
望
し
た
り 

地
域
の
方
へ
資
金
カ
ン
パ
の
お
願
い
に
ま
わ
っ
た
り 

職
員
も 

家
族
会
も 

必
死
で
や
っ
て
き
た 

地
域
の
み
な
さ
ん
の 

心
温
か
い
支
援
に
支
え
ら
れ 

九
年
目
に
社
会
福
祉
法
人
く
さ
の
み
福
祉
会
が
認
可
さ
れ 

建
物
も
新
築 

公
的
福
祉
施
設
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト 

こ
の
三
十
年
の
流
れ
の
中 

 

語
り
き
れ
な
い 

様
々
な
思
い
出
が
よ
み
が
え
る 

こ
れ
で
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
は
な
く 

ま
た
新
た
な
道
の
り
を 

歩
み
続
け
ま
す 

こ
れ
か
ら
も 

応
援
し
て
く
だ
さ
い
ね
！ 
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くさのみ作業所は、障害の種別・程度に関わらず、すべての障害のある人たちが作業所の主人公とし
て、生き生きとした活動、人間らしい豊かな発達と労働を保障することを目指し、１９８６（Ｓ６１）

年に小規模共同作業所（無認可施設）としてスタートしました。 
 以来、障害のある人や家族の願いを受け止めながら、地域住民のみなさんや行政のご理解、ご支援を
いただき、地域社会に貢献できる取り組みを目指して歩んできました。 
その軌跡を紹介いたします。 

 

 

 

 

年 月 沿      革 

１９８５ 
(Ｓ60) 

６ 

「働きたい」「語り合う仲間がほしい」「生き甲斐のある場が欲し
い」と言う願いが高まり、在宅障害者、保護者、福祉関係者、廿
日市養護学校教員が主になり、「作業所」をつくる運動が始まる。
同年10月、「作業所を育てる会」が発足。 

 

１９８６ 
(Ｓ61) 

１ 

旧宮内保育所の木造建物を、廿日市町から無償貸与していただき、
念願の「くさのみ作業所」開所。友達もなく家に閉じこもってい
た人、働く喜びを求めていた人、養護学校の卒業生、６人の仲間と
２人の職員でスタート。 

 

１９８７ 
(Ｓ62) 

５ 「くさのみ作業所開所１周年記念行事」開催。  

１９８８ 
(Ｓ63) 

８ 第１回「くさのみまつり」開催。（以降、毎年開催） 
 

１９９２ 
（H4） 

６ 
「くさのみ福祉会（仮称）設立準備委員会」結成。 
12月には「法人化募金後援会」発足。 

１９９４ 
(H6) 

６ 「社会福祉法人くさのみ福祉会」が認可される。 

８ 
日本自転車振興会からの「公益事業振興補助事業補助金」の交付
が確定し「くさのみ福祉会くさのみ作業所」の建築工事着工。（翌
年2月に建築工事終了。） 

 
 

１９９５ 
(H7) 

４ 
社会福祉法人くさのみ福祉会 知的障害者授産施設「くさのみ作
業所」開所。（定員４０人） 
「くさのみ福祉会後援会」発足。 

１９９７ 
(H9) 

５ ショートステイ事業運営委員会発足。ショートステイ事業開始。 

１９９９ 
(H11) 

１０ グループホーム事業開始。「ムックハウス」開設。 

２０００ 
(H12) 

１０ 
グループホーム「Ｌ＆Ｂ」開設。 
県から「障害児等療育支援事業」を受託。地域生活支援センター
「すまいる※１」を開設。 

 

２００１
(H13) 

３ 
未就学児を対象とする通園事業「おひさま教室」を開設。（月１
回開催） 

２００２ 
(H14) 

１０ グループホーム「ホープ」開設。 

２００３ 
(H15) 

４ こどもの発達支援センター「すまいる※１」開設。 

１１ 身体障害者小規模通所授産施設「ピクトハウス」開設。 

① 



２００５ 
(H17) 

４ 児童デイサービス「くれよん」開設。 

２００６ 
(H18) 

６ 児童デイサービス「オレンジクラブ※１」開設。  

１０ 廿日市市から「相談支援事業」を受託。 

１１ 
広島市から「県立廿日市養護学校放課後対策事業及び障害児いき
いき活動事業」を受託。 

１２ 「くさのみ２０周年感謝の集い」を開催。 

２００７ 
(H19) 

４ 

 
佐伯地域の作業所「夢工房」が、くさのみ福祉会に加わり「ピク
トハウス」とともに新事業体系移行。多機能型（生活介護、就労
継続Ｂ型）として開始.。 

 

２００８ 
(H20) 

５ 
新ホーム「ハートインハウス」開設。最大１０名利用（ホーム６
名、ショートステイ４名）を想定。 

 

２００９ 
(H21) 

３ 
「ピクトハウス」作業棟増築完成。 
ショートステイ事業「ＳＡＩさん家」佐伯地域で開設。 

 

５ 
「児童デイサービスくれよん」→「発達支援教室くれよん阿品」 
「児童デイサービスオレンジクラブ」→「発達支援教室くれよん地
御前」にそれぞれ名称変更。 

６ 
廿日市市が、あいプラザ内に「廿日市市障がい福祉相談センターき
らりあ」開設。市内４委託事業所（当法人すまいる※1）が、あい
プラザ内に事務所移転。 

 

７ ケアホーム※２「さくら木荘」開設 

１１ ケアホーム※２「ＳＡＩさん家」開設。 

２０１０ 
(H22) 

３ 「くさのみ作業所」新事業体系(生活介護事業)に移行。  

４ 
「こどもの発達支援センターすまいる※1」が、あいプラザ内に
事務所移転。 

 

２０１２ 
(H24) 

３ 「ハートインハウス」増築（４部屋）完成。  

４ 「すまいる」→「くれよん」に名称変更。  

５ 
串戸作業場・くれよん串戸 
ケアホーム串戸※２・ケアホーム佐方※２スタート。 

 

１１ 「相談支援事業所くさのみ」開設。 

２０１３ 
(H25) 

３ 「くさのみ作業所」増築完成。 

２０１６ 
(H28) 

４ 
児童発達支援センター「広島西こども発達支援センターくれよ
ん」開設予定。 

詳しくは、今号６ページを
ご覧ください♡ 

※１ 当時の名称   ※２ 開設当時の名称。現在はグループホームとして名称統一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 開催‼（予定） 
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全国集会では、あらためて基本合意、骨格提言の意義と価値を学び、障害者運動だけでなく高齢者や

子ども、生活保護、医療、平和を守る国民運動の中でも大事な役割を持つことを再確認しました。そし

て、全国集会アピールを採択し、基本合意をないがしろにする政府の動きに強く抗議するとともに、基

本合意・骨格提言実現に向け引き続き頑張っていくことを決意し合いました。 

また、障害者自立支援法違憲訴訟団として「障害者総合支援法見直しにあたっての意見書」を国（厚

生労働大臣宛）に提出しました。 

アピールの内容や意見書の内容など詳しくは 

「障害者自立支援法訴訟の基本合意の完全実現 

をめざす会」ホームページをご覧ください。 

完全実現をめざす会 

くさのみ福祉会からは、元原告の秋保夫妻が参加されま

した。秋保夫妻は、６５歳問題（介護保険優先）に直面し

ています。６５歳になるまでは、障害者総合支援法が適用

となり、障害があるが故の支援に対しては、原則、自己負

担が無かったものが６５歳になったとたんに介護保険が優

先適用となり、１割の自己負担が発生することになりまし

た。全国的には、この問題を踏まえた訴訟も提起されてい

ます。全国集会において秋保夫妻も、この不合理性や経済

面での生活の大変さを訴えられました。 

くさのみ福祉会から元原告の 

秋保夫妻も参加、発言の様子 

しかしながら、実際には、障害者自立支援法は廃止

されることなく名称の変更（「障害者総合支援法」）に

とどまり、応益負担も存続、介護保険優先の原則も継

続されています。 

そのような状況の中で、障害者総合支援法の見直し

（今年４月）を前に、昨年１１月１０日、基本合意と

骨格提言の実現をめざす全国集会が衆議院議員会館で

開催され、元原告や弁護士、支援者など３００名が集

結しました。 

全国集会の様子（３００人集結） 

～衆議院議員会館にて～ 
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たくさん学んだ後は、さらに全国の仲間と親睦

を深めるべく、会場を移して大交流会のはじまり

はじまり♪ 

この日を迎えるまで、３カ月も前から利用者部

会「虹の会」※で、パーティーの内容を企画準備

してきました。全国から広島に集まった仲間と一

緒に盛り上がれるようにと、くさのみ作業所を含

めた広島県下６事業所のメンバーさんが、○×ク

イズやダンス、ミニコンサートなど細部にまでこ

だわりながら、綿密な打ち合わせを重ね演出され

ました。 

また、くさのみ作業所の宇都宮正さんは、○×

クイズコーナーの司会を担当。同じく進行担当を

されたもみじ作業所のメンバーさんと息の合った

連携で会場を大いに盛り上げました。 

期待だけでなく、少しプレッシャーになった時

もありましたが、話し合い助け合いながら、自分

たちで一から創り上げたこの大会。自信はもちろ

んのこと、地域や事業所を越えた仲間との大切な

「絆」も感じることのできた２日間になりました。 

※利用者部会「虹の会」って？ 

広島県内のきょうされん加盟事業所のメンバー

で構成された自治会です。生活のことから制度の

ことまで、メンバーからの声を中心に、学んだ

り発信したりする活動を行っています。 

昨年１２月１１日（金）・１２日（土）の二日間、

戦後７０年を迎えた広島を開催場所として、利用

者学習交流会が、アステールプラザにて開催され

ました。 

全国１７都道府県、３５カ所の事業所から、１

２０名の方が参加され、くさのみ作業所からは６

名のメンバーと職員が参加。制度や憲法、また権

利条約、戦争と平和について学習と交流を深めま

した。 

 

交流会中、「パソコンを使っ

た仕事」についての質問を

する宇都宮正さん 

（くさのみ作業所） 

寸劇を通じて、楽しく

分かりやすく障害者権利条

約や憲法などを学び、「イエ

ローリボンとわたしたちの

ねがい」というテーマで、今

年日本で起こったことや、き

ょうされんで取り組まれた

こと、今の制度の矛盾、そし

て利用者部会員の夢などを

みんなで確認しました。 

④ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平日にもかかわらず、販売ブースの商品は完売が

相次ぎ、またホールでの催しには３日間で２００人

を超す方々の来場がありました。 

廿日市市内外の多くの方々に事業所の事はもち

ろんのこと、障がいがある方を取り巻く様々な情勢

や活動について、知っていただく機会になったので

はないかと思います。ご協力いただいたゆめタウン

廿日市店さん、本当にありがとうございました！ 

どのブースもクリスマスや年末をイメージした季節

商品が並び、お客さんの購買意識をくすぐります☆ 

くさのみ・ピクトの展示作品＆施設紹介 

（市民ホールにて） 

暮れも押し迫った昨年 12 月 9～11 日に「ゆめ

タウン廿日市店」さんのご厚意により、２階市民ホ

ールと販売ブースをお借りして自主製品販売と作品

展示を行いました。この取り組みは、「はつかいち福

祉ねっと」の障害者週間の啓発活動として行われま

した。 

参加事業所９カ所が一堂に会してオープンした販

売コーナーでは、自慢の製品の数々が所狭しと並び

ました。また市民ホールではメンバーさんの絵画や

陶芸、さをり織りなどのワン＆オンリーな作品の展

示、真心込めて淹れたホットコーヒーやバルーンア

ート、缶バッチの無料体験と配布、その他にも絵本

「障害者権利条約」の上映が行われ、盛りだくさん

の催しとなりました☆ 

にぎわう販売ブース。販売開始直後には、長蛇の

列ができたところも‥ 
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≪団体会員≫ 
串戸六丁目町内会   元気家元とん  NPO法人ふくし文化塾はつかいち  四季が丘七丁目町内会 
四季が丘十一丁目町内会  宮園九丁目自治会  宮園三丁目自治会  有限会社 創造建築設計社 
宮園上四丁目自治会  有限会社 新田鉄工 
      
≪個人会員≫ 
田中 丕夫 藤井 幸子 谷村 由紀子 畠山 綾子 高山 佳子 米田 光男 
浜本 祐子 藤間 幹夫 松岡 岩根 畠山 重孝 米田 暁弘 村松 義道 
阿戸 啓之 石井 美子 石橋 丈治 伊藤 美香 井上 美代子 太泰 淑史 
梅本 登志子 大村 順子 岡本 淳     小澤 哲男 小田 捷蔵 小田 洋子 
片山 秀久 門村 敏子 兼桝 美枝子 加美田 正美 川越 俊雄 河野 公子 
川端 義雄 川本 晴美 木建 眞由美 北村 弘明 切田 美津江 金本 五洲男 
熊安 由香里 倉田 忍     小出 伸太郎 河野 亘     甲村 愛     小玉 雅子 
小松 正憲 小山 美羽子 斉藤 猷子 坂本 佳子 迫本 孝昭 佐々木 淳子 
佐々木 真弓 澤野 正子 新本 和久 高木 恭代 高田 健一 高見 武 
竹本 昭雄 田中 直子 谷 利子     谷川 隆     谷口 沢枝 谷口 共代 
谷村 歩美 谷本 幸子 田原 弘子 玉井 久美子 田村 美穂 豊田 浩美 
中江 悠二 中田 安義 中谷 智香子 中野 幸三 中村 真和 中山 奈美 
野田 美圭 野村 大輔 野村 ミチエ     橋本 瑠美子 浜田 るみ子 原田 多恵子 
原田 ヤス枝 比良 公司 平岡 厚子 平岡 正徳 平木 容子 平田 邦隆 
平田 光     平林 環     広兼 喜代子 広山 恵美子 福田 里恵 福山 浩之 
藤井 健二 藤井 英子 藤田 真弘 二神 敏彦 船倉 憲治 桝原 美千代 
松前 美鈴 松本 正廣 水口 洋子 光廣 香     三村 洋子 宮﨑 哲匡 
宮﨑 優子 向 靖子     向井 彩子 桃井 美恵子 森 妙子     矢舗 栄子 
安平 幸子 矢部 貴志 山口 幸正 山崎 史     山田 郷子 山谷 百恵 
山根 博文 山本 愛     弓場 勉     吉岡 隆治 吉永 ひや子 米田 信行 
若山 雅昭      
 

くさのみ福祉会後援会 更新、新規入会ありがとうございました。 

平成２７年９月～平成２７年１２月の間に手続きいただいた方々です。(敬称略 順不同) 

児童発達支援センターは、発達支援の専門性を活

かし、地域の障がい児やその家族への相談、障がい

児を預かる保育園や幼稚園への助言など、地域の中

核的な発達支援を行う施設です。 

 

 

平成２８年４月より、児童発達支援センターを
開設することとなりました。 

平成１７年４月「廿日市市に子ども

の発達を支援する場を作りたい」とい

う保護者の願いを受け、くさのみ福祉

会が廿日市市で初の児童発達支援（旧

称 児童デイサービス）事業を開始して

１０年が経ちました。 

現在、児童発達支援や放課後等デイ

サービスを事業展開する中で、広島西

障害保健福祉圏域（廿日市市、大竹市）

の２００名を超える子どもさんに利用

していただいています。 

児童発達支援センターが出来ること

で、障がいや発達に心配のある子ども

さんに必要な環境（毎日通園、生活リ

ズムづくりも含めた支援時間の充実、

食事指導のための給食提供等）が整備

され、より丁寧な支援を身近な地域で

おこなうことができるようになりま

す。 
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☆今号のたよりに同封 

しております署名用紙 

の内容にご賛同いただ 

き、ご署名いただけれ 

ば幸いです。ご記入い 

ただいた署名用紙は、 

くさのみ作業所かピク 

トハウスにご持参いた

だくか、郵送（申し訳ありませんが送料は

ご負担いただくようになります。）にて、活

動にご協力いただければと思います。 

お一人でも多くの方

のお力添えをお待ちし

ています。皆さまのご

協力をよろしくお願い

いたします!!!!! 

◆編 集 後 記◆ 

 

 
 

通 所 事 業 部：くさのみ作業所・ピクトハウス・夢工房 
生 活 事 業 部：ムックハウス・Ｌ＆Ｂ・ホープ・ハートインハウス 

 さくら木荘・ＳＡＩさん家・串戸・佐方 
地域生活支援部：発達支援教室くれよん阿品・くれよん地御前・くれよん串戸 

                広島西こども発達支援センターくれよん・相談支援事業所くさのみ 
 地域相談支援センターくれよん(廿日市市障がい福祉相談センターきらりあ)
 廿日市特別支援学校放課後・いきいき対策事業 

くさのみ福祉会後援会  TEL0829-31-2800  FAX0829-31-2900 

 
〒738-0033 広島県廿日市市串戸５丁目３－２２ TEL 0829-31-2800 FAX 0829-31-2900 

社会福祉法人 くさのみ福祉会 

 

 
進藤 キミ子  安達 豊子 

平成２７年９月～平成２８年１月受付分(順不同・敬称略) 

ご献品ありがとうございました 署名活動にご理解ご協力ください。 

くさのみだよりをいつも見てくださってい

る皆様、初めまして。 

私は今年度、4 月からくさのみ福祉会に入

職しました。 

月日が経つのは本当に早いもので、気がつ

けば「あっ」という間に 1 年が過ぎようとし

ています。この 1 年、いろいろな「生きづら

さ」を持たれた利用者の方と共に過ごさせて

いただき、支援についてどうすれば良いのか

葛藤しながらも、日々「学び」の毎日です。 

今後ともしっかりと目標を立て支援を考

え、利用者の方と共に歩んでいきたいと思っ

ています。頑張ります！！    （Ｒ・Ｓ） 

 

安芸コスモスゾンタクラブ 石原工芸株式会社 生活協同組合ひろしま 蓮教寺慈恩仏教婦人会

(有)前田電業社  串戸六丁目町内会 宮内地御前地区民生児童委員協議会  そば処花や 

社会福祉法人蒲生野会  愛とふれあいのバザー実行委員会  くさのみ作業所原家族会  

くさのみ作業所家族会  飯川 智恵子   上野 清子   岡崎 岳子  大元 誠司  坂本 博文  

田中 澄男   秦 淳子  松岡 岩根  西本 浩子  匿名希望 

ご寄附ありがとうございました 
 平成２７年９月～平成２８年１月受付分(順不同・敬称略) 

 

くさのみ 

⑦ 


